
72 人事マネジメント　2026.9

�来年開催のワールドカップ
　サッカーワールドカップが熱狂
のなかで幕を閉じました。あまり
知られていないようですが，来年，
オーストラリアでラグビーワール
ドカップが開催されます。日本も
参加します。筆者はラグビーが好
きです。
　ラグビーの日本代表の構成は，
他のスポーツと比べると外国人選
手が多いような感想を持っていま
すが，2023年のラグビーワール
ドカップでも，試合前，外国出身
の選手たちが胸に手を当て，一生
懸命に君が代を歌う姿を見て，胸
が熱くなりました。生まれた国は
違っても，自ら日本を選び，日本
代表選手として戦う。その姿は，
「日本人とは何か」を改めて考え
させてくれました。
　実は，筆者は，あの姿に少子化
時代の日本の未来を見ていまし
た。
　人口が減り続けるこれからの日
本では，生まれた場所だけではな
く，この国を選び，この国で学び，
この国で働き，この国のために力

を尽くそうとする人たちを受け入
れ，彼らとともに日本社会を築い
ていかなければならないと考えて
います。外国出身選手が君が代を
歌う姿は，そんな日本の未来を象
徴しているように思えたのです。

� 「日本との結び付き」を重視
　ところが，ラグビー界は今，外
国人選手に「日本との結び付き」
をこれまで以上に重視する方向へ
制度を変えようとしています。外
国人選手の日本代表資格の居住要
件を 3年から 5年へ延長しまし
た。さらに日本ラグビーのリーグ
ワンでは，新しいシーズンから，
外国人選手に対して日本での義務
教育を一定期間受けた選手を優先
するという新たな登録制度を導入
しようとしています。
　背景には，日本で育った選手を
優先して育成したいという考えが
あるようです。この狙いはある程
度は理解できます。共感を覚えて
もおります。しかし，本当にそれ
が日本ラグビーの発展につながる
のかと言えば疑問です。

　日本代表がティア 1と呼ばれる
世界のトップグループに肩を並べ
られるようになったのは，日本人
だけで競い合ったからではありま
せん。多くの外国出身選手が来日
し，リーグワンの各クラブの中核
選手となり，日本人選手とともに
切磋琢磨することで，日本ラグビ
ー全体のレベルが押し上げられて
きました。世界中から優秀な選手
が集まり，日本人選手と競い合う。
その環境こそが，日本ラグビーを
強くしてきた大きな要因ではなか
ったでしょうか。
　日本代表となる外国人選手や日
本のラグビーリーグであるリーグ
ワンの外国人選手に対して「日本
との結び付き」を重視する姿勢は
それなりに意味があるとは思いま
す。しかし，結果として日本に来
て日本代表として頑張りたい外国
人選手に対して，日本は門戸を狭
めてしまうように変わりました。
これが日本ラグビーの未来につな
がるのか。筆者には少し気になり
ます。
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�在留資格制度の見直し
　視点を変えると，日本社会全体
も今，同じ方向へ向かっているよ
うに感じられます。政府は少子高
齢化による人手不足を最大の課題
だと繰り返しています。しかし，
その一方で，日本に根を下ろそう
とする外国人への制度規制は厳し
くなっているように思えます。そ
の象徴が，外国人経営者の在留資
格制度の見直しです。
　政府は，不正な在留資格取得や
制度の悪用を防ぐため，外国人が
日本で事業を営むための在留資格
について更新要件を厳格化しまし
た。 1つの事例が，経営管理の就
労許可要件である資産条件です。
従来の500万円から3,000万円へ
と一気に 6倍引き上げました。こ
れまで制度を悪用する事例が散見
されたための厳格化と説明されて
います。一定の厳格化は確かに必
要だと思います。
　しかしながら，この法改正は，
制度を悪用してきた人に対してだ
けではなく，長年まじめに日本で
暮らしてきた人たちにも大きな影
響を与えました。
　毎日新聞は 6月 9日の社説「在
留資格の厳格化　社会の支え手が
失われる」で，その象徴的な事例
を紹介しました。
　紹介されたのは，家族で来日し，
小さな外国料理店を営んできた外
国人経営者です。派手な事業をし

ていたわけではありません。日本
人のお客様に母国の料理を提供
し，地道な努力で店を軌道に乗せ，
税金を納め，子どもを日本の学校
へ通わせ，地域に根付き，日本で
人生を築こうとしてきました。日
本語を学び，日本で働き，日本で
家庭を築き，日本で子どもを育て
てきた人です。
　筆者には，その人こそ「日本と
の結び付き」を体現している人に
思えます。ところが，制度改正に
よって，それまで対応できていた
在留資格更新の条件を満たすこと
が難しくなり，閉店や帰国を考え
ざるを得なくなりました。

�最大の課題にどう向き合うか
　もちろん，不正な在留資格取得
や制度の悪用は防がなければなり
ません。政府には外国人の制度の
悪用を防ぎたいという理屈があり
ます。ラグビー協会にも日本人選手
を育成したい，外国人選手であれば
日本との結び付きを重視したい，そ
の一環として外国人選手にも日本
での義務教育年数のある選手を優
先したいという理屈がありました。
　それぞれの制度変更には，それ
ぞれの合理性があるのでしょう。
しかし，筆者には 1つ欠けている
視点があるように思えてなりませ
ん。それは，少子化という日本最
大の課題に対する大局観です。
　日本の人口は減り続けます。

　生産年齢人口も減ります。
　地域社会を支える人も減ります。
　そのなかで，日本を選び，日本
で働き，日本で家庭を築き，日本
で子どもを育て，この国に根を下
ろそうとしている人たちを，私た
ちはどう迎えるのでしょうか。
　制度ごとの理屈だけで考えてい
て，本当に日本の未来は描けるの
でしょうか。
　高齢者の活躍も，女性活躍もも
ちろん重要です。しかし，それだ
けでは日本の人口減少を補えない
ことは，多くの人が感じているは
ずです。だからこそ，日本を第二
の故郷として選び，日本社会の一
員として生きようとする人たち
を，もっと大きな視点で考える必
要があるのではないでしょうか。
　来年のラグビーワールドカップ
でも，筆者はきっと，外国出身の
選手たちが君が代を歌う姿に胸を
熱くするでしょう。あの姿は，「日
本人とは何か」を教えてくれるか
らです。その感動を，スポーツの
世界だけではなく，日本の政策に
も生かしてほしい。
　少子化という日本最大の課題に
向き合うとき，私たちに必要なの
は，個々の制度の正しさだけでは
ありません。日本をどんな国にし
たいのか。その大きな未来図のな
かで， 1つひとつの制度を考える
時代に来ているのではないでしょ
うか。筆者は，そう願っています。
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